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れる歴史と口々ソ謎に
約30人が参加。ガイドの解説を聞きながら巻島遺構
（役所跡）や遺物の出土地などを見て歩き、古代諏

訪の都の歴史とロマン、数々の謎に触れた0
（鮎沢健吾）

一般社団法人・大昔調査会と岡谷市教育委員会、

岡谷商工会議所は25日、奈良、平安時代の地方政務

の中心地跡「種痘外遺跡」（同市長地）を巡る催しを
開いた。諏訪、上伊那地方などから定員いっぱいの

ガイドの解説を聞きながらスクモ塚古墳を見学する参加者0
虐雲、註一票＝碍虻至＝‾＝（占・直答市声撃を－　＿

探
究
企
画
と
「
お
か
や
る
く
」

大
昔
調
査
会
が
今
秋
展
開
す
る

榎
垣
外
遺
跡
の
探
究
企
画
と
、
商

議
所
の
ま
ち
歩
き
事
業
「
お
か
や

る
く
」
の
コ
ラ
ボ
イ
ベ
ン
ト
。
双

方
の
活
動
に
携
わ
る
坂
間
雄
司
さ

ん
と
、
市
教
委
の
山
田
武
文
さ
ん

が
解
説
役
を
務
め
た
。
約
1
・
3

㌔
四
方
の
広
範
囲
に
及
ぶ
同
遺
跡

の
う
ち
、
長
地
公
民
館
を
発
着
点

に
東
側
区
域
を
歩
い
た
。

同
遺
跡
に
は
諏
訪
郡
（
現
在
の

諏
訪
、
上
伊
那
）
を
統
治
す
る
律

令
時
代
の
郡
衛
（
郡
の
役
所
）
が

あ
り
‥
長
地
保
育
園
周
辺
（
長
地

鎮
）
で
は
坂
間
さ
ん
と
山
田
さ
ん

が
、
1
9
8
2
年
に
行
っ
た
同
園

建
設
に
伴
う
調
査
で
掘
立
柱
の
巨

大
な
建
物
跡
が
確
認
さ
れ
た
と
説

明
し
た
。
出
土
品
を
含
む
総
合
的

な
裏
付
け
で
中
心
的
な
建
物
「
正

庁
」
が
一
帯
に
あ
っ
た
と
特
定
さ

れ
て
お
り
、
坂
間
さ
ん
は
「
7
2

1
年
、
諏
訪
国
が
独
立
し
た
際
に

そ
の
ま
ま
国
衛
に
な
っ
た
可
能
性

も
あ
る
」
と
し
た
。

ス
ク
モ
塚
古
墳
（
長
地
源
）
で

は
、
山
田
さ
ん
が
「
聖
徳
太
子
が

活
躍
し
た
頃
の
築
造
と
考
え
ら
れ

て
い
る
」
と
解
説
。
明
治
時
代
の

調
査
の
記
録
に
「
く
び
れ
」
が
あ

る
と
の
表
現
が
あ
り
、
「
く
び
れ

が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
前
方
後
円

墳
ま
た
は
帆
立
貝
式
の
可
能
性
が

あ
る
」
と
語
っ
た
。

約
3
・
3
㌔
を
2
時
間
ほ
ど
か

け
て
歩
き
、
長
地
公
民
館
に
戻
っ

て
ド
ロ
ー
ン
の
空
撮
映
像
か
ら
も

遺
跡
の
ス
ケ
ー
ル
を
感
じ
取
っ
た

参
加
者
た
ち
。
坂
間
さ
ん
は
、
居

住
エ
リ
ア
が
役
職
別
に
分
か
れ
て

い
た
こ
と
も
伝
え
、
「
山
裾
で
水

が
豊
富
に
あ
る
。
南
向
き
の
緩
や

か
な
斜
面
で
あ
る
こ
と
も
暮
ら
し

や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

推
察
し
て
い
た
。

大
昔
調
査
会
は
1
1
月
1
5
日
、
同

市
の
イ
ル
フ
プ
ラ
ザ
カ
ル
チ
ャ
ー

セ
ン
タ
ー
で
同
遺
跡
に
焦
点
を
当

て
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
。
同

商
議
所
主
催
、
O
P
E
N
 
O
K

A
Y
A
企
画
・
運
営
の
「
お
か
や

る
く
」
は
同
8
日
に
か
け
て
市
内

9
コ
ー
ス
で
催
す
。


